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治　

功　

労

金
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喜
美
子 （
児
玉
町
児
玉
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憲
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児
玉
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白
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和
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内
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隆
次　

 　
　
（
傍
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恭
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児
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労
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堂 

純
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（
寿
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本 

靜
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児
玉
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青
木 

清
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小
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小
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玉
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町
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青
少
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労

塚
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祐
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（
小
島
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嶋 
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（
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）
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労
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海 

由
美
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神
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）

岡
芹 

文
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（
今
井
）

根
岸 
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（
仁
手
）

野
口 

博
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（
西
富
田
）

原
田 

房
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上
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）

渡
部 
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（
緑
）

公　
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労

篠
原 

勝
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練
馬
区
）

ー市政の発展に貢献された個人・団体を表彰ー

平成 28 年度市政功労者表彰式

受
賞
者
（
敬
称
略
・
受
賞
者
名
簿
順
）

▲�受賞者を代表して謝辞を

述べる小柏儀一氏。

年頭のごあいさつ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
29
年
の

輝
か
し
い
新
春
を
ご
健
勝
に
て

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

よ
り
市
政
に
対
し
ま
し
て
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
11
月
に

本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
は
に
ぽ

ん
」
が
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
１
６
に
お
い
て
準

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

本
庄
商
工
会
議
所
を
中
心
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
企
業
、

団
体
な
ど
、
市
内
外
か
ら
広
く

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
全
て
の

皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
同
じ
く
11
月
に
は
、

「
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳

顕
彰
会
」
が
埼
玉
文
化
賞
を
受

賞
。
本
庄
早
稲
田
駅
前
へ
の
保

己
一
少
年
像
の
建
立
や
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
顕
彰
祭
な
ど
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ

る
こ
れ
ま
で
の
顕
彰
事
業
が
評

価
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
の
「
第
九
演
奏
会
」

や
11
月
の
群
読
劇
「
塙
保
己
一

物
語
」
の
公
演
な
ど
、
昨
年
は

市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
る
活
発
な

文
化
活
動
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
６
月
の
共
栄
地

内
に
お
け
る
不
発
弾
の
撤
去
や

９
月
の
㈱
カ
イ
ン
ズ
と
の
共
同

開
発
に
よ
る
生
ご
み
水
切
り
器

の
商
品
化
、
12
月
の
本
庄
東
高

等
学
校
女
子
陸
上
部
の
全
国
高

校
駅
伝
へ
の
出
場
な
ど
、
多
く

の
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
リ
オ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
に
沸

く
一
方
、
熊
本
地
震
や
鳥
取
県

中
部
地
震
、
迷
走
台
風
10
号
な

ど
が
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
運
用
開
始
、
18
歳
選
挙

権
の
施
行
な
ど
、
私
た
ち
の
く

ら
し
に
関
す
る
大
き
な
出
来
事

も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
や
韓
国
大

統
領
の
辞
任
表
明
、
北
朝
鮮
の

核
実
験
な
ど
、
国
際
情
勢
に
影

響
を
及
ぼ
す
重
大
な
事
案
も
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
、
本
市
で
は
大

規
模
改
修
を
終
え
た
市
立
図
書

館
が
今
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
の

伝
承
と
情
報
発
信
や
交
流
の
場

を
提
供
す
る
旧
本
庄
商
業
銀
行

煉
瓦
倉
庫
が
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

６
月
に
は
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
拠
点
と

し
て
、
中
央
公
民
館
跡
地
に
新

し
い
保
健
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
３
月
に
策
定
し

た
「
本
庄
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ

き
、
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

施
策
の
充
実
な
ど
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環

境
整
備
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
魅
力
の
創
造
や
発
信
に

努
め
、
「
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
」

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
、

住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
を
目
指

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
は
、

平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
総
合

振
興
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
ま
す
。
人
口
減
少
、
高
齢
化

社
会
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く

厳
し
い
環
境
に
い
か
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
次

期
総
合
振
興
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
準
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
「
は
に
ぽ

ん
」
を
さ
ら
に
活
用
し
つ
つ
、

地
域
の
魅
力
を
内
外
に
発
信

し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
観
光
振
興
計
画
の
策
定

も
進
め
ま
す
。

　

本
年
も
「
世
の
た
め
、
後
の

た
め
」
ま
ち
づ
く
り
に
魂
を
込

め
、
次
の
時
代
に
つ
な
ぐ
べ
く
、

市
政
の
さ
ら
な
る
発
展
に
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
皆
さ
ま
の
、
よ
り
一
層
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
く
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

本庄市長　吉田 信解

　
   11

月
   

22
日
、
市
民
の
生
活
・
文
化
の
向
上
や
社
会
福
祉
の

増
進
な
ど
、
市
政
に
対
し
て
特
に
功
労
が
あ
り
、
他
の
模
範

と
な
る
人
に
対
し
、
市
政
功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。


